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CaTiO3:Pr
3+赤色蛍光体は、残光現象とAlの共添加による発光強度の増大が報告されている[1,2]。

我々はフラックス法で CaTiO3:Pr,Al 単結晶を育成し、残光に寄与する励起状態を明らかにするこ

とを目的として、精密な物性評価や電気測定を行っている。これまでに、濃度比を固定して Pr, Al

濃度を増加させると、Fig.1(a)に示す Pr
3+と Ti

4+との電荷移動遷移帯(MMCT) が、配位座標モデル

において右にシフトすると考えている[3]。本研究では、Pr と Al の濃度を同じ比率で変化させた

単結晶を育成し、その蓄光および残光現象の濃度依存性を報告する。 

結晶に添加する Pr の濃度と Al の濃度は、ともに 0.1-0.4%の範囲で変化させた。発光特性は励

起スペクトルと蓄光および残光減衰曲線により評価した。励起光にはキセノンランプの光を単色

化したものを用いた。蓄光および残光測定では、励起光を試料に 10分間照射した後でこれを遮断

した。この励起光照射中と遮断後の試料の発光強度の変化を測定した。 

蓄光および残光減衰曲線を Fig.1(b)に示す。励起光波長は MMCT励起である 350 nmとした。蓄

光測定では励起光遮断直前の発光強度を、残光減衰測定では遮断直前の発光強度を 1 としてそれ

ぞれ規格化した。Pr, Al 0.1%,0.4%の時には蓄光開始とともに徐々に発光強度が増加し、一定の値

をとるが、Pr, Al 0.2%の時には、蓄光開始直後に強度がピークに達し徐々に減少した後、一定の値

をとる。残光曲線では、発光強度が定常発光の 1/100になるまでの経過時間は Pr, Al 濃度が 0.2%

の時最大となり 119 sであった。このことから、0.2%での蓄光曲線の変化の原因と残光時間の長さ

には相関関係があると考えられる。講演では、この相関関係を詳細に議論する。 
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Fig,1 (a) Energy diagram proposed for CaTiO3: Pr, Al. (b) Emission rise and decay curves. 

第79回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2018 名古屋国際会議場 (愛知県名古屋市))21a-PA3-3 

© 2018年 応用物理学会 12-360 13.8


